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研究成果の概要（和文）：　中古車貿易は移民企業家が積極的に参入してきたニッチ産業であり，特に日本を起点とす
る右ハンドル中古車貿易においては，パキスタン人移民企業家が市場を牽引してきたことが知られている．本研究課題
では，パキスタン人移民企業家が世界各地に形成した貿易拠点においてしばしば見うけられる，移民企業家の多民族／
多国籍ネットワークに注目した．エスニック・ビジネス研究において基本原理とされてきた同胞ネットワークの活用と
は様々な点で異なる，多民族／多国籍の移民企業家が連携したビジネス・ネットワーク構築の仕組みを明らかにした．

研究成果の概要（英文）：This sociological research focuses on the formation of multi-ethnic networks of 
migrant entrepreneurs in used car trading. Pakistani migrants are the major actors in this market, 
especially in the right handle car trading business from Japan. Used car trading is a typical business 
conducted by migrant entrepreneurs, not only in Japan (as exporters) but also other countries (as 
importers or re-exporters). Ethnic ties or ethnic resources are known to be elements of their economic 
activities in migration studies. By contrast, multi-ethnic networks are not so much mentioned. Not only 
the former but also the latter have important roles in their businesses. In the case of Pakistani 
migrants, multi-ethnic ties are used for many purposes. For example, customers, trade partners, workers, 
clerks, or guarantors. This study aims to clarify how Pakistani migrants use their own ethnic ties and 
their multi-ethnic networks together or separately in their businesses and their migration processes.

研究分野： 社会学
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１．研究開始当初の背景 
トランスナショナリズム論は，移民の頻繁

な移動によって作り出される越境的な社会

領域に注目する研究視角である．1990 年代

以降の欧米の移民研究においては，トランス

ナショナリズム論が研究潮流となり（Glick 

Schiller et al. 1992, Smith and Guarnizo 

1998, Portes et al. 1999），日本でもその理論

が紹介され，また実証研究に応用されてきた． 

トランスナショナリズム論は，移民フロー

と移民ストックの連関を重視する理論とし

て位置づけられるが，1990 年代以前にも，

そうした帰国／永住の図式には当てはまら

ない移民を論じた研究があった．その 1 つが

「間接移民システム」モデルである．Barrett

（1976）は，1960 年代にカリブ地域出身者

がイギリスを中継してカナダへ移住する現

象を捉え，「間接移民システム」モデル（中

継国理論とも呼ばれる）を提示した．このモ

デルは難民研究の分野で第三国定住の説明

図式として応用されたが，一方で閉鎖的シス

テムであるとの批判を受けた上，再移住や

再々移住のデータが不足していたこともあ

り，理論としてそれほど注目されなかった

（古屋野，1982:30）． 

筆者はパキスタン人移民について調査研

究を進める中で，このモデルにトランスナシ

ョナリズム論の知見を加え，開放的システム

へと若干修正することによって，この分析枠

組みが現代移民の分析においても有効であ

ると考えた．特にトランスナショナリズム論

では軽視されがちな各国移民政策を，「間接

移民システム」発生の重要な要因であると捉

えている点は，現代にも通じる重要な視角で

ある．以下の図は，Barrett（1976）の「間

接移民システム」モデルを，筆者が一部修正

したものである．この図は，トランスナショ

ナルなネットワークが構築されるメカニズ

ムを説明できる（福田 2012）． 
 
 

図 パキスタン人移民と間接移民システム 

  （福田 2012） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
2010～2011 年度は，研究課題「日本を起

点としたパキスタン人移民の間接移民シス

テムに関する社会学的研究」（課題番号：

22830020）に取り組んだ．その結果，「最終

目的国」であるイギリス，アメリカ，カナダ

では，大規模かつ成熟したパキスタン人移民

コミュニティがすでに形成されているが，他

国でパキスタン人移民のニッチ産業となっ

てきた中古車貿易業者が調査対象地域（主に

都市部）ではまったく確認できなかった．逆

に食料雑貨店，ガソリンスタンド，タクシー

運転手等，それぞれ特有のニッチ産業が存在

することが明らかとなった．一方で「最終目

的国」「第三国」「中継国」すべてに共通して

見られた事象が，多民族／多国籍の移民企業

家が連携したビジネス・ネットワーク構築で

あった．エスニック・ビジネスの先行研究に

おいては同胞ネットワークの活用が基本原

理とされてきたが，それとは様々な点で異な

る外集団との間に形成された社会関係資本

が存在し，独自の役割や機能を果たしてきた

と考えられる．この点についてさらに調査研

究を深めたいと考え，本研究課題に着手した． 
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２．研究の目的 
本研究の目的は，エスニック・ビジネス研

究において基本原理とされてきた同胞ネッ

トワークの活用とは様々な点で異なる，多民

族／多国籍の移民企業家が連携したビジネ

ス・ネットワーク構築の仕組みを明らかにす

ることである．この目的を達成するため，今

回はエスニック・ビジネスの中から，南アジ

ア系移民企業家の集中が特徴的な中古車貿

易業に特化した研究を実施した． 

中古車貿易は様々な国籍の移民企業家が

積極的に参入してきたニッチ産業である．そ

の中でも特に，日本を起点とする右ハンドル

中古車貿易（日本製中古車貿易）においては，

パキスタン人移民企業家が市場を牽引して

きたことが知られている．パキスタン人をは

じめとする移民企業家が世界各地に形成し

た貿易拠点では，多民族／多国籍ネットワー

クがしばしば見うけられる．具体例を挙げる

と，日本では中古車貿易業者のうちパキスタ

ン人 5 割，バングラデシュ人 1 割，スリラン

カ人が 1 割と推計されており（2004 年調査

時），あまり注目はされていないが外国人業

者間の取引は日常的かつ活発に見られる．ま

たアラブ首長国連邦のドバイでは，中古車中

継貿易市場の入居業者の役員の国籍を見る

と（2005 年調査時），パキスタン人 9 割，バ

ングラデシュ人 3 割，アフガニスタン人 1 割

であり，パキスタン人と共同経営する他の国

籍の業者も多いことが，先行研究において判

明している（福田 2012）． 

 

３． 研究の方法 

本研究では，「中継国」日本での調査研究

の蓄積を基本としつつ，海外調査を複数回実

施した．国内調査／海外調査とも，たとえ短

期間になっても，できるだけ多くの地域を訪

問できるよう工夫した．それによって比較が

でき，全体像を把握しやすくなると考えたか

らである．具体的な調査方法は面接調査を基

本とし，現地の経済的／宗教的活動の参与観

察，その他関連地域の視察・訪問を随時組み

合わせて行った． 

「第三国」の中でも，過去に複数回の調査

経験のあるアラブ首長国連邦においては，移

民企業家の多民族／多国籍ネットワークに

注目した継続調査を実施した．また過去に調

査経験のないニュージーランドとチリでは，

現地の調査協力者との関係を構築しつつ，他

国の研究成果と比較分析できるよう，まずは

広く浅くデータを収集することに努めた．

「最終目的国」イギリス，アメリカ，カナダ

においては，前回調査（いずれも 2011 年）

で中古車貿易業者や中古車販売市場を確認

できなかったので，先行研究を元にその社会

的背景について改めて検討し，今回は郊外や

地方都市を中心に調査した． 

研究計画の 1 年目（2012 年度）は，日本

国内での調査研究に集中して取り組んだ．ま

た 2～4 年目も国内での現地調査を継続して

実施し，不足するデータを収集・蓄積した．

2 年目（2013 年度）は，「第三国」のニュー

ジーランド，チリの現地調査を行った．3 年

目（2014 年度）は，「最終目的国」のアメリ

カとカナダ，イギリスの現地調査を行った．

4 年目（2015 年度）は，「第三国」のアラブ

首長国連邦の現地調査と研究の総括を行っ

た．また研究期間全体を通じて，文献研究お

よび貿易および人口に関する統計データの

収集・分析を進めた． 
 
４．研究成果 

研究の結果，パキスタン人移民企業家と他

のエスニック集団との取引関係や分業関係

を確認することができた．中でもパキスタン



人とアフガニスタン人，バングラデシュ人，

スリランカ人，インド人といった南アジア系

の協力・分業関係は，いずれの地域において

も特に重要視されていた．つまりエスニッ

ク・ビジネスの先行研究において基本原理と

される同胞ネットワークの活用だけでなく，

外集団（ただし南アジア系という共通点はあ

るが）との間に形成される社会関係資本があ

る程度存在し，独自の役割や機能を果たして

いることが明らかになった．研究成果につい

ては論文，報告書，学会報告等で随時公表し

てきたが，以下，本研究で得られた知見を改

めて整理する． 

第 1 に，パキスタン人の中古車貿易業は中

古部品貿易業（自動車解体業を含む）と密接

なつながりを持つが，後者のアクターの中に

パキスタン人の枠に収まらない人々，たとえ

ばパキスタンとアフガニスタンの二重国籍

者が多いことが判明した（論文⑨ 福田 2013）． 

第 2 に，リーマン・ショック前後の違いと

して，主要な担い手の交代が確認された．た

とえば 2005 年時点で，ドバイの市場を独占

していたのはパキスタン人であったが，リー

マン・ショック後はパキスタン人企業家が

次々と撤退し，相対的に他国籍の企業家の存

在感が増した．また同様の傾向は，ニュージ

ーランド（パキスタン人から中国人へ）やチ

リ（パキスタン人から韓国人へ）でも確認さ

れた． 

第 3 に，パキスタン人内部の民族構成の変

化である．たとえば 2005 年時点のドバイ市

場では，パキスタン人内部の民族構成に大き

な偏りはないといわれていた（福田 2012）．

ところが 2010 年 2 月，2011 年 11 月時点で

は，パシュトゥーン人（民族）の大手業者が

市場価格を左右するほどの影響を及ぼし始

めたことが指摘された（図書⑥  福田編 

2013）．さらにその後の 2015 年 11 月時点で

は，その勢力図の固定化が確認された． 

第 4 に，ドバイやシャルジャの市場ではバ

ングラデシュ人の企業家は少ないが，従業員

は多いという点である．ドバイとシャルジャ

の市場で働くバングラデシュ人従業員には

独自のネットワークがあり，経営者の国籍を

問わず，さらに市場を越えて，相互に職場を

紹介し合う求職ルートが構築されていた．一

方，ドバイやシャルジャではスリランカ人の

企業家や従業員はきわめて少ない．スリラン

カ人の場合非ムスリムが多いため，宗教の違

いが障壁となってアラブ首長国連邦の市場

に参入できなかった（図書③ 小島編 2014） 

第 5 に，日本のパキスタン人企業家が他の

南アジア系外国人と活発に取引する理由の

ひとつとして，地理的条件が考えられる．一

般的に南アジア系外国人は関東圏に集中し

ているが，パキスタン人が少ない地域では，

スリランカ人やバングラデシュ人との協力

関係が多い．パキスタン人同業者が少ない分，

同国人同士の競合は減るが，その反面取引相

手，情報源，協力者なども減る．それをカバ

ーするのが，他の国籍の同業者である（図書

③ 小島編 2014）． 

第 6 に，エスニック・ネットワークの果た

す役割の多面性の問題がある．エスニック・

ビジネスにおいて，同胞ネットワークは必要

不可欠なものであるが，より細かく分析する

と，場面によって同胞ネットワークを利用し

たり，あえて利用しなかったりする．たとえ

ば，公的な登録手続き（フォーマル経済化）

はホスト社会側成員に求め，取引情報は同胞

に求め，さらに従業員は別の国籍の労働者を

あえて雇用する，といったネットワーク（社

会関係資本）の使い分けがみられる．これは

日本，ニュージーランド，アラブ首長国連邦，

チリに共通して見られる傾向であった． 

第 7 に，同じ南アジア系であっても，エス

ニック集団別にそれぞれ得意な産業が異な

ることも明らかになってきた．日本のエスニ

ック・ビジネス研究においては，パキスタン

人のみならず南アジア系全般の経済活動が



活発であることが知られており，その主要産

業は，①中古品のリユース・リサイクル産業，

②ハラール食品産業，③インド料理店，④国

際電話や航空券等の代理店という四類型に

分けられる．これらには，エスニック集団別

特徴が見られる．たとえばパキスタン人は①

中古車貿易，アフガニスタン人やスリランカ

人は①中古部品貿易に多く，ネパール人は③

インド料理店に集中するのに対し，バングラ

デシュ人は①，②，④に分散する傾向が見ら

れる．ところが，この相違が生じた理由はま

だ明らかでない． 

これら残された課題については，さらに調

査研究を積み重ね，今後明らかにしていきた

いと考えている．  
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